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杉本大一郎氏のインタビューの最終回です．杉本氏は林忠四郎賞の設立と IAU（国際天文学連
合）総会の日本での開催に尽力し，日本や世界の天文学コミュニティーに大きな寄与をされまし
た．今回はそのあたりの事情を伺うとともに，ご自身の研究者人生を振り返っていただき，今の研
究者へのメッセージをいただきます．特に，天文学とはどういうものであるべきなのか，何のため
にやるのか，杉本氏の考えを伺います．

●林忠四郎賞

高橋：杉本先生は林忠四郎賞を立ち上げるのに深
く関わっていらしたということですが，その辺り
のことをお話しいただけますか 1）？　賞は1996
年から始まっていますね．
杉本：林忠四郎賞はね，何であんなものを作った
のかといったらね，その頃，科研費の申請をする
ときに何とか賞をもらったとか書くと通りが良
かったんだ．物理では仁科記念賞というのが昔か
らあったけども，もう少し若い人向けの賞がな
かったんだよね．物理っていうのは民主主義の牙
城だからね，賞なんか出すと民主主義に反する．
小久保：今は論文賞，若手奨励賞，物理教育功労
賞，三つの賞があります．96年からですね．だ
から林忠四郎賞と同じ時期です．
杉本：でしょ．大抵の学会は学会賞とか論文賞と
かいうのあったでしょ．天文はさぼってたんか，
まあ物理の影響か何かでそんなのなかったわけ．
だけど他の学会に対抗するためにも天文学会も賞
を作ろうやと．そしたらたまたまその頃，林さん
が京都賞もらったでしょ．

高橋：林先生の京都賞は1995年ですね．
杉本：そんで京都賞には5,000万円ついてて，林
さんは湯川さんに恩義を感じてるから，半分は湯
川記念財団に，半分は天文学会に寄付したいと．
だから佐藤文隆と僕とで半分ずつもらおうっても
らいに行ったわけ （笑）．当時，僕はたまたま天文
学会の理事長だったもんだから（1995‒1997年）．
高橋：佐藤さんは湯川財団に関わってらしたんで
すね．
杉本：そいで，天文学会はそれでもって賞を作っ
たらええかなと思ってね，林忠四郎賞というのを
作ろうということにしたわけ．一方，湯川財団は
それでもって講演会をずうっとやって，毎年やっ
ているよね．
高橋：それが「林忠四郎記念講演会」ですか．
杉本：そいでね，文部省から若手賞のリストを取
り寄せたらね，いっぱいあるんだよ．僕は仁科財
団に関わってたからさ，仁科賞の真似して作りま
しょうというて．仁科賞というのはね，あれはも
ともとは若手に出す賞だったんだよね．
高橋：へえ～，そうだったんですか．
杉本：ところがそのうちだんだん定年直前になる
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人がもろうたりね．だけど定年直前になる人に賞
を出したってしようがないでしょ．エンカレッジ
するためにも，それでもって科研費もろうてくる
ためにも，あんまり偉い人に出してもしょうがな
いよね．だからなるべく若手に出しましょうと．
それをいわば設計した．
高橋：どういう賞にしましょうというのは林さん
とも相談したんですか？
杉本：いや，全然していない．林さんはお金出し
ただけでそんなこと関わらないよね．
高橋：賞を作りますという話はしたんですか？
杉本：もちろんそうだよ．だって2,000万円もも
らおうと思ったらね，何に使うかちょっとくらい
言わないことには．
高橋：それでもらえたわけですか．
杉本：あのときにはさ，林さんに，自分のとこに
も少しは残しておいたらと言ったんだ．だけどほ
とんどやっちゃうとか言って．それでもらいに
行って晩飯に何か上等の飯を食わしてもらって
帰ってきた（笑）．
それで仁科賞の真似してメダルを作るっていっ
て，そしたら誰に作ってもらうかと．仁科賞のメ
ダルを作った人は圓鍔勝三さんという人でね，有
名な人だ．その圓鍔さんが文化勲章を授与された
ときに値段が上がったという話あってね．そした
ら2,000万円じゃ足りないでしょ．だから天文は
まだもらっていない人を探して，見つけてきたの
は橋本堅太郎という人．その頃に明治神宮の狛犬
の彫刻をつくっていた人なんだよな．それで芸術
院会員の候補に挙がってたけどまだ決まっていな
かったんや．そんで滑り込みセーフで安くで造っ
てもらった（笑）．
そしたらあんまりお金もないから銀で造っても
らって，林さんの顔を載せる．ちょっとあれ，細
面すぎるけどね．僕の女房が描いた絵が見本なん
だ．
小久保：若い頃の写真も参考にしたからですか．
杉本：そのメダルをもって林さんのとこへ，「こ

んなふうにできました」ちゅうて．番号打たない
といけないでしょ．林さんに進呈するのはナン
バー0にして．
高橋：進呈したんですね．
杉本：ナンバー0ちゅうのはどういう意味って言
われて，ご本人だから番外ですと．
それで選考委員会というのをもちろん作らんな
らんわけです．選考委員会作って，僕は2年で手
を引いたんだ．何でかといったらね，ああいうも
んは同じ人が関わり続けると，何ていうの，分野
とか価値基準とかが固まっちゃうでしょ．だから
最初に作ったもんはさっさと辞めろと．僕は2年
間やってさっさと辞めちゃって，後はもうそれぞ
れ適当にやってくれと．適当にやってもろうて今
どんなふうになっているのか，僕はそこまでは
フォローしていないので知らんけどね．
それでそのお金，何年分あるか知らんけど，そ
の頃，期限を切って賞を出しているところもあっ
て，それでまあ20年だねと．20年したらその後，
利息が足りなくなって続けるの無理だねと思って
たけど，今でもなんとかもっているよね．
それで賞を出したら科研費が当たりやすくなる
かと思ったら，そのうち科研費がドッサリ出るよ
うになって，しかもトップダウンで世の中の役に
立つやつとか，それからみんなが喜ぶニュートリ
ノとか，なんかそういうのに出るようになって，
初めの目的を達したかどうかはわからないんだけ
どね．
高橋：その頃，科研費が増えてきたわけですか．
杉本：うん，まあ若い人の励みになればさ．ただ，
賞ってのはいい加減なもんで，賞に値するような
仕事をする人というのはたくさんあって，そのう
ち運がええと賞に当たるだけのことだからね．別
にその人だけが偉いわけじゃないからさ．だから
天文学会に賞を作って他の学会に並んだわけだ．
小久保：さっきの写真の話ですけど，林先生，若
い頃は細かったんですよね．成相（恭二）さんが
NASAで撮った有名な写真がありますよね．
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杉本： あれは若いよ，だって僕がNASAにいた
ときだもん．
小久保：そのときに撮った写真なんですか？
杉本：だからあれは随分若いときだよ．成相君は
写真撮るのが大好きでね，そんで有名な天文学者
の写真，みんな撮ってた．それをさ，みんな何も
著作権のこと断らずに使うからさ，僕は「成相君
に断れ」って言って．あれはなかなかいい写真で
しょ．
小久保：杉本先生にそれ言われてから僕はちゃん
とクレジットに「成相」って書いています．成相
さんに会ったら，杉本先生か誰かに「君，そんな
写真ばっか撮っていないで研究しなさい」って言
われたとかいって．
杉本：僕が言うたんじゃないよ，マーチン・シュ
バルツシルト（M. Schwarzschild）にそう言われ
た（笑）．

●晩年の林先生と数値計算

高橋：林先生は退官されてからどうされてたんで
すか？
杉本： あの人は太陽系の起源とか何とかさ，ご
ちゃこちゃ自分で計算して，ほんで週に一遍，京
大へ出て行ってた．観山（正見）君とか，要する
に太陽系の連中と議論して．付き合わされてうれ
しかったのか困ったのか知らんけどね．
小久保：あと木口（勝義）さんとか成田（真二）
さんとか．
杉本：うん，それで一生懸命やってはったよ．そ
のうちにコンピュータでやることもせにゃなら

ん．そんで僕のところに電話かけてきて，どうの
こうのうるさいから「小久保君に聞いてくれ」っ
て言ったんだ．
小久保：電話かかってきましたよ，はい（笑）．
杉本：そしたら小久保君がそれに乗っちゃった．
小久保：いえいえ，教えてほしいと言われたらも
ちろん教えるわけですよ．それでお伺いして．
杉本：その頃は僕も忙しかったしね．あんまり細

かいこと知らんしね．とにかく小久保君に下駄を
預けておくのが一番いいと思って．そしたら小久
保君，お互いえらい気に入ったんだね．
小久保：僕が気に入るというのは言い方が変です
けど（笑）．
高橋：いつ頃の話なんですか？
小久保： 2000年よりちょっと前ぐらいのときで
すかね．電話がかかってきて，その頃，林研で太
陽系起源の研究をしていた時代の人たちの同窓会
みたいな研究会を京都でやったんですよ．そのと
きに呼ばれていって終わった後に，「君，ちょっ
と電話の件で話しよう」と言われて，僕は残って
林さんと惑星形成のためのN体シミュレーショ
ンてどういうふうにやるのかみたいな話をして．
プログラムのサンプルを送ってほしいと言われ
て，メールじゃないんですよ．紙で印刷したやつ
を送ってくれと言われて（笑）．で，確かそれを
送って，それで独立粒子刻みとか階層化時間刻み
とかそういうのを使って衝突系の計算をやります
とか，惑星の場合だったら太陽の重力だけきっち
り解いておけば微惑星の相互作用は精度悪くても
大丈夫ですとか，そんな話をいろいろしてたら林
先生はこれはもう自分ではできないと思ってその
うち辞めちゃったんです．そのあとは基本的な事
柄の解明に戻られて．
杉本：その前にね，林さんはわりと何でも知って
いて，天体力学からのアプローチでもって太陽系
の起源のさ，小久保君のやったような惑星ができ
るとか，いろんな軌道がちょっと狂っていると
どっかに集まるとかそんなことをやってた．コン
ピュータじゃなくてね．
小久保：そうなんですよ．でもやっぱり天体力学
的なアプローチでは多体系の振る舞いを記述でき
ないので．
杉本： だから天体力学的なアプローチの感覚で
もってコンピュータの結果をどうやってうまくア
ウフヘーベンするかと，そういう問題なんだよ
ね．今ね，他のことでもそうなっているよね．
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せっかく基本的な考え方みたいなのがだんだん作
られてきたのだけど，一方，シミュレーションが
出てきて，シミュレーションやる人はそっちのこ
と知らんでシミュレーションしてね．やっぱりそ
ういう意味では昔風の人間から言うたら，シミュ
レーションは数値実験みたいなもんでね．要する
に非線型問題だから物理の一般論的なアプローチ
から行ったって答え出せないじゃん．だけどたぶ
んこうだろうと思ってね，じゃあ数値計算して確
かめろと．だから数値計算は何か一般論的なとこ
から作った解釈とか仮説を検証するために使う．
でも一方では理屈は何でもいいから現実に似たよ
うなものを作るという人もいる．
小久保：僕も全く同じことを言うのですけど，そ
の理論の検証のために数値実験でシミュレーショ
ンするというのはもちろん王道なんです．もう一
方はkitchen in the sinkで，何でも入れて現実を
再現すればいいという言い方もできるのですけ
ど，発見的にシミュレーションを使って結果が分
かってから物理をもう1回再構築するという，前
向きないい方もできる（笑）．
杉本：それは往復運動なわけよ．だからね，それ
でやってみて思ったのと違うことになったら何で
やろうと．ところがね，何ていうのかな，往復に
欠けているというところあるよね．
小久保：そうだと思います．
杉本：それをするためにはやっぱり数値実験に全
てのプロセスを入れるのもいいけども，何か目的
があって実験しようと思ったら，どこか idealize
したり，あるところを取り上げたりした数値計算
をやりながら往復運動をするという，そういうこ
とにしたら理解は深まるけども，数値計算して答
えを出してそれを使うちゅうだけだったらさ．
小久保： 杉本先生は「計算したらこうなりまし
た」という論文はダメだ，そんなのを書いちゃい
かんとずっと僕らに言っていました．僕らには
GRAPEとかそういう強力な計算機があるがゆえ
に計算はできるのだけど，計算したらこうなっ

たって，そこで止まってたらダメだってずうっと
口うるさく言われていて．
杉本：というのは，なるべく一般的な解釈につな
げておかんとね，ちょっと違う問題があったらま
たもう一遍計算せんならんじゃん．だから，計算
は何のためにするかというたらね，計算しなくて
もいいように計算するわけだからさ．
小久保：それは有名な杉本語録（笑）．計算しな
くていいために計算するのだと．
杉本：それは計算機が遅かった時代の繰り言かも
知らんけど，そこら辺は計算機との付き合い方の
問題だよね．

●京都での IAU総会

高橋：では話は変わりますが，杉本先生は1997
年に日本で初めて開催された IAU総会の取りま
とめをされましたよね 2）．そちらのお話をお願い
できますでしょうか．
杉本：僕が学術会議の会員になったのは定年の9
年前なんだよ．
高橋： IAUの日本での対応機関が学術会議という
ことなんですよね？
杉本：うん，それで学術会議は最長9年間会員を
やれる．その中に3期あって．1期目やるやつは，
まあまあどうってことない．2期目はやるやつ
は，ちょっと惰性でやるのか．3期目までやるや
つは暇人か馬鹿だと，学術会議の人はみんな言っ
てたけどね（笑）．僕が学術会議の会員になった
ときは，会員の中で一番若かったんだよ．それ
で，有馬（朗人）さんから「おい，最年少」とか
いってからかわれて．で，それの前に学術会議の
天文学研究連絡委員会にも僕はわりと早くからメ
ンバーになっていて，だから学術会議との付き合
いはものすごく長いわけ．東京へ移ってからずっ
となんだ．
それでIAUの総会をせにゃならんと思ったのは，
いつ頃だったかな．林さんは1920年生まれで，
林さんが定年になったのが60だから，1980年ね．
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その頃，IAUのコミッション35 stellar constitution 
っていう委員会があって，僕はそこの委員であっ
たわけだ．それでその頃まだ日本で IAUのシン
ポジウムをするなんてほとんどなくってね．天体
力学ではやったかな．いくつ目だろう，何か数え
られるほどだけどもね．日本で旅費なんか出せな
かった時代だからね．だけど林さんが定年になる
から，じゃあ記念に国際会議をやるかと．その前
に70年代から，キッペンハーン （R. Kippenhahn）
だとかシュバルツシルトとかいろんな人を知って
たわけや．その辺に声かけて，1980年に日本で
国際会議やるよって言ったら，みんな乗ってきた
からやったんだ．
高橋：それは総会ではなくて？
杉本： 単なる IAUシンポジウム．分野を決めて
やるわけだから数十人の研究会．あれはわりと初
期だったと思うんだよな．それから後には，日本
が外貨をいっぱいもつようになってね．
その頃から日本の天文学もだいぶん進んできた
から，まあやっぱり IAU総会もやらにゃねって．
それまで日本でやってなかったんだよね．そした
ら古在 （由秀） さんが IAUの会長になって（1988‒
1991年），その頃からそういう話を出してたんだ

よ．次はボーヤルチューク（A. Boyarchuk）って
ロシアの人．1991年のブエノスアイレスでの総
会のときにボーヤルチュークが古在さんの次の会
長になったのかな．僕はロシアの学者とわりと仲
良かってね，彼とも知り合いでそのときから表向
きに話を出してた．それで1994年にハーグで総
会があったときに正式に決まったんだ．
高橋：その頃から古在先生が会長になったり，日
本でシンポジウムや総会をやったり，日本が国際
的に貢献していくようになったんですね．
杉本：うん，それでその頃はやっぱり日本でも偉
い先生がいろんな分野でそれぞれおられてね．そ
ういうもんは偉い先生がやってることにして，実
質は下っ端の教授とか助教授とかそういう若いや
つがやるってことになってた．それである偉い先
生に頼んだらそんなようなこと言われたから「や
るなら全部やってくれ，僕は手伝うだけだったら
降りる」って言ったんだ．僕はだいたい論文書い
ても仕事しても，実際にやった人の名前を出すこ
とにずっと決めてたからね．だからやるんなら俺
が責任者になってやるって言った．それで「お
前，勝手にやれ」とかいうことになったんだよ．
でも僕だけじゃできないからね，誰か一緒にやっ
てくれるかと言ったらさ，福島（登志夫）君とか
小杉（健郎）君とかが乗ってきてね，その連中と
相談するために何遍でも天文台まで走って．
それで学術会議の方では学術会議が主催する
と，IAUの方では IAUが主催するというわけ．
じゃあどうすんのって．そこら辺はさ，外国語っ
てのは便利でね，英語で言うのと日本語で言うの
とで，違うこと言えばいいわけよ．
高橋：主催をどちらにするかですか？
杉本： うん．英語では IAU，日本語では学術会
議ってことで．両方から金，どっちもちょっとず
つしかくれへんけどもね，ちょっとずつでももら
わんことには困るわけよ．
高橋：両方が主催に見えるようにと．杉本先生の
肩書はどういうものだったんですか？

IAU Commission 35（stellar constitution）の仲間た
ち（1988 IAU#20 @Baltimore）．
左から Martin Schwarzschild, Bohdan Paczynski， 
杉本大一郎，Arthur N. Cox, Andre Maeder, Pierre 
Demarque（杉本氏提供）．
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杉本：要するに組織委員会の委員長．全体を総括
する組織委員会の委員長も僕だったんだけども，
総会は IAUがやってるんであって，日本は世話
してるだけですよと．で，IAUから見たら委員長
は IAUの会長で，僕はnational committeeの委員
長．そういうわけのわからんもんなんですよ．そ
れからね，天文学会は共同主催でね．天文学会に
も助けてもらわなならんでしょ．
高橋： 学術会議も IAUもお金をちょっとしかく
れないということでしたが，ほかにはどこから集
めるんですか？
杉本：後はね，経団連にも行ったよ．その頃，経
団連も鉄鋼がダメになりかけててね，渋いこと言
うてはってね．いつも個人的に100万円寄付して
くれる人があったけど，その人以外は最初はあん
まりなくってね．そのうちに日本でも偉い先生を
一人，立てにゃならんと．で，まあ僕は林さんな
ら頼みやすいでしょ．林さんのとこ頼みに行った
ら，「俺より年寄りがいる」とか言って断られ
ちゃってね．それで福島君と一緒に藤田（良雄）
さんに頼みにいった．その頃，僕は学士院賞をも
らったりしたこともあって，藤田先生と付き合い
があってね．そしたら藤田さんが快諾してくれ
て，募金委員会委員長になってもらった．そして
ポンと100万円寄付してくれはったわけ．で，藤
田さんが100万円出したら俺も100万円出さない
わけにいかんなっていうことになって，ちょうど
そのとき僕は定年の年でね．定年の記念品とか
いってみんなお金集めてくれて100万円とちょっ
とあったから，それを寄付した．
高橋：みなさん，そんなに個人的に寄付するんで
すね．
杉本：そしたらその辺が呼び水になってね，小尾
（信彌）さんとかあの辺あたりの偉い先生は10万
円とか20万円だとかいってね．中には若い人で
も10万円寄付してくれた人がいた．東大の天文
学教室で事務をしてたおばさんが「お墓までもっ
ていってもしょうがないからね」ってポンと寄付

してくれたりね．
高橋：全部でどのくらいの規模なんですか？
杉本：忘れたけど結構いったよ．だいたい1億く
らい．お金のことが関わるとたいへんなんだよ．
つまりお金を集める，会計をどうする，それでお
金が足りなかったらどうする，余ったらどうす
る，要するに全部規則を作らんならんわけ．
高橋：あらかじめですか？
杉本：だって，それでなかったら大きいお金動か
せないでしょ．
高橋：そうですね．
杉本：その辺のことはね，小杉君と有本 （信雄） 君
がやってくれた．僕も法文を作ったり解釈したり
するのがわりと好きだから，少しは役に立った．
そしたら一方ね，学術会議が何か大きい会議を
やるとさ，天皇陛下とか皇太子とかに来てもらっ
てお言葉をもらうわけ．それで林さんがそういう
こともあるからって，「正月の講書始の後に，天
皇陛下に招待されているからお前も一緒に連れて
いく」って言って，佐藤文隆君も入れて3人で一
緒に行ったんだ．それで天皇皇后両陛下に夕食を
ごちそうになって，IAUの話も出した．それ以前
にも学士院賞を取って皇居に招かれたときに，そ
んなことも考えているのでその際にはよろしくお
願いしますとか，皇太子殿下に言ってみたりね．
そういうのが功を奏したかどうか知らんけど，学
術会議の主催する大きい国際会議だということ
で，天皇陛下がお言葉をくださるという話になっ
た．天皇陛下が言われたわけじゃないよ，宮内庁
が学術会議に言った．
ところがね，宮内庁はそういうことを期日ギリ
ギリになるまで公にしちゃいけないって言うん
だ．だってね，悪いヤツが攻めてくるかもしれな
いから危険じゃない．だからスケジュールを発表
しちゃいけないんだよ．そこで起こった問題は
ね，天皇陛下のことを経済界に言えば寄付が集ま
る．だけど前の年の終わりごろまで言っちゃいけ
ませんって宮内庁から言われてる．だからどう
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やってみんなに気づいてもらうかっていう問題が
起こるわけよ．
高橋：陛下が来るとなったら，みんなお金を出す
わけですね．
杉本：だって，寄付してくれた人たちにその開会
式の招待状出すんだもん．そんなことになったら
お金出すわけ．それで，宮内庁に返事を出すとき
には総会を国立京都国際会館でやることに決まっ
てたわけ．で，京都国際会館に相談したらさ，陛
下が来ると演壇に鉄板を置いて，壇上には人が超
えられんように花をいっぱい置くと．で，京都の
警察に挨拶に行かなきゃいけない．
一方ではもう総会の用意もできてスケジュール
も決まっているし，来てもらっても総会の時間も
変えられないし，一度は断ろうかって考えたん
だ．それでまず若い連中と相談してたら，岡村
（定矩）君は人物だからね，「それは断っちゃいか
ん」って．じゃあそんなら偉い人に相談するかっ
て，それで古在さんに相談したら「そんな絶対，
断っちゃいかん」って．
高橋：それで来ていただくことになったわけです
か．
杉本：うん，そしたら今度，出迎える人っていう
のがいるでしょ．出迎える人を偉い先生がするこ
とになって，藤田さんとか林さんとか古在さんと
かそういう人に来てもらって．
で，天皇陛下は総会で挨拶するのと別に天文学
者と個々に話をしたいって言わはったんだ．そん
でそのためにちょっとしたパーティーをやると．
でも総会の時間は決まってて動かすわけにいかん
から，陛下には総会の始めに挨拶してもらって，
そのパーティーは総会が済んでからやと．それで
総会の間どうするって相談したら，待ってますっ
て言った．
高橋：総会の間，陛下は待機しているということ
ですか．
杉本：うん，でも一人で待っててもらうわけには
いかんでしょ．だから京都市の市長に頼んでお相

手してもらって．
それで総会で陛下が挨拶するとさ，他の国の人
はありがたいと思って喜ぶわけ．国際的常識に
のっとって起立して．でも国内では，その前から
それに反対という人がいて，メールが飛び交った
りして，僕としてはその対応にたいへんだった．
それでそのパーティーのとき，まあ天皇陛下もた
いへんだねと思ったのはね，やっぱりみんな陛下
に挨拶したいわけや．でも全部来られたら困るで
しょ．だから役員とかさ，国の代表みたいな人だ
け．それでも数十人いたよね．そしたら全部順番
に挨拶に来るわけや．そんで僕には天皇陛下のと
こで立ち会って通訳せいと．天文学専門の言葉な
んか出てくるかもしれへんじゃん．それで僕の女
房には皇后陛下のとこにいて通訳せいと．でも皇
后陛下は英語ペラペラだからさ，何にもすること
なかったらしいけどね．それでとにかく無事に済
んだ．
それでね，そのほかにもサイエンティフィック
なミーティングいっぱいやるでしょ．それはそれ
ぞれの専門の人に組織委員会を依頼してあるわけ
や．だから，僕は直接には関わらないわけね．全
体として整理するだけでね．それでそのほかに皆
さんの生活とかエンターテイメントとか，同伴者
プログラムとかいっぱいあるでしょ．それから食
い物とか会場のこととかね．その辺は結局ね，京
都の宇宙物理学教室の人が一生懸命やってくれ
た．寿岳さんには新聞を毎日発行してもらった．
高橋： LOCってことですか．
杉本： うん，LOC．わりと若い人が協力してく
れてね．それで最後に挨拶するとき，手伝っても
らった若い人を全部壇上にあげて拍手してもらっ
た．で，打ち上げのパーティーのときに，若い人
ばっかりでさ，年寄りの偉い先生いないからね．
京都会館で世話してくれた人が「こんな打ち上げ
会，初めて見た」とか言って．普通は偉い先生が
そこで威張ってるもんだ．だからそういうことで
若い人で作り上げた会だったわけ．
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それでね，結局，天皇陛下に来ていただくこと
になってからわりと寄付が集まって，それで外貨
のない国の人に結構旅費出したのよ．それで終
わってから，executive committeeで挨拶したら，
えらい感謝してもろたけどね．だから外貨のない
国の人からも結構来てもらって，それで外国人が
随分来たよ．
高橋：全部で参加者は何人くらいですか？
杉本：全部で1,900人くらい．そのうちの6割ぐ
らいが外国人だったね．
高橋：じゃあ外国人が1,100人ぐらい．
杉本：そんでその頃ね，日本でも国際会議という
のをやるようになってきてね．だけど国際会議っ
ていっても大抵は外国人が数えるほどで，ほとん
ど日本人みたいなね，そういう国際会議ばっかり
だったんだ．それでこの IAU総会が国際会議を
やるときの見本みたいなことになって，それで報
告書みたいなのをいっぱい書くことになって，有
本君が書いてくれた．それが学術会議の一つの見
本になった．
高橋：ではトラブルもなく，外国人もいっぱい来
てだいぶ成功したということですね．
杉本：まあね．でも最近僕が一つ気になっている
ことはね，この前，岡村君にも言ったんだけども，
IAUの何かの委員会で委員に立候補するような日
本人は少なくなってきてるよね．日本人はあんま
り関わらなくなってきている．自分のプロジェク
トでは外国人と協力してるけども，人の世話なん
かするの，馬鹿だと思われてるのかしらね．
高橋：まあ，あんまりやりたがらないですかね，
日本人は．
杉本：でもさ，やっぱりまあ国際的付き合いみた
いなこともあるじゃない．それに国際的なそうい
うものを自分が引っ張っていこうという気がある
かないかって．国際的な学問の潮流を作る，まあ
そこまでいうとおこがましいけどね．
高橋：世界の天文学全体のために寄与するってい
う意識も必要ですよね．

杉本：あんまりないみたいね，この頃．何かそう
いうのをエンカレッジする方法を探しだしてくれ
ないと，岡村君が苦労してるよね．

●研究生活を振り返って

高橋：ではご自身の研究生活を振り返って，いか
がでしょうか．
杉本：東大に移ったらさ，優秀なやついっぱいい
るから助けてもらいながらやってきたんだ．とこ
ろがね，だんだん僕の趣味に合わなくなってくる
わけ．なんでかといったら，皆さんさ，やっぱり
天文好きなんだよ．天体とか，星の進化でも超新
星でもね，どうなってるかということが好きなん
だよね．でも僕はさ，何でそうなるかということ
の方に趣味がある．どういうふうに進化するかと
いう詳しいことには興味がなくなったというか，
そんなことまでついていく能力がなかった．
野本 （憲一） 君と一緒に論文書くでしょ．そした

らレフェリーが文句言ってくる．計算にあれが入っ
てない，これが入ってない，だから全部入れろっ
て．「いやそんなもの入れなくても全然本質に関
係ないんだ」って僕が返事を書いたら，野本君が
それ見て「そんなこと言ったらややこしくなるか
ら，全部入れて計算し直したらいい．1＋0＝1っ
て，計算が増えるだけで別に計算の安定性とも何
にも関係がないからすぐできる」と，そういうわ
け．それでね，僕自身はそんなもの，メンツにも
関わるし，ようついていかんわけ．
天文屋さんの思想は，天体の現象をシミュレー
ションでなるべく実際にあるのと同じように再現
するのが大事やと．シカゴにいた Icko Iben，僕
は長く付き合ったんだけどね，彼はそれを「モデ
ル」だっていう．僕に言わすとモデルというのは
二つあって，一つは宇宙戦艦ヤマトのモデル．宇
宙戦艦ヤマトのプラモデルにはなんでもいっぱい
ついていた．大砲の数から窓の数まで全部合って
た．一方，理想気体のモデルっていうのもあるで
しょ．本質的でないものを全部剥いでいって，
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残ったもので一番大事な本質をちゃんと説明す
る．そのモデルを作るのが物理だと．
高橋：天文のモデルと物理のモデルということで
すか．
杉本：それから別の話でね，進化した星のコアと
エンベロープのミキシングの話をやってたことが
ある．
高橋：駒場の初期の頃の論文ですね．
杉本：要するにsプロセスがどうやって起こるか，
そのための中性子のソースをどうやって作るかっ
て問題．それは高温で炭素とヘリウムを混ぜて，
そこに水素があると水素が余分にくっついた元素
ができて，それがβ崩壊して炭素13になる．それ
をヘリウムがたたいて中性子が出る．それを喰っ
て sプロセスが起こると，そういう話だった．そ
のためにはね，そういうのを混ぜなきゃいけない
わけや．混ぜるときに，前に話したヘリウム燃焼
殻の不安定性で混ぜると．藤本正行君と非線形不
安定の一般論までやった．
高橋：元素合成にも興味をお持ちで．
杉本：元素合成のネットワークの計算は僕自身は
やったことはない．だけどあれは化学反応のネッ
トワークと同じで，連立の反応方程式．そのうち
にコンピュータがどんどん進んで，そのネット
ワークの計算と星の内部構造の計算と一緒にやっ
てね．いろいろ全部入れていっぱい入ってますと
かいう．そりゃいっぱい入ってたらいろいろでき
るだろうけど，「じゃあそこから何か決め手にな
ることがわかるの？」って聞いたら，そこは僕は
教えてもらえなかった．詳しいことはええことだ
と，そういう時代になってきたでしょ．
高橋：そうですね．
杉本：新聞やテレビでナントカさんがナントカの
研究をしましたって．方程式を100ほど入れて，
パラメーターを100ほど入れて，コンピュータで
計算したらコンピュータがこう言いました．でも
何が起こっているのか全然わからないもんな．だ
から昔の発想というのは，どっちかというと剥い

でいってね，これは剥いでも本質は変わらない，
そうすると本質はどこであるかということを見つ
けるために計算機を使うと．昔はそのくらいのこ
としかできんかった．
その後，なんでも入れて計算するのが流行っ

て，僕はそういう趣味はないから勝手にやってく
れって．やっぱりサイエンスのやり方が随分と違
うんだ．
高橋：それは時代の問題なんでしょうか？
杉本：昔の人間なんだよ，僕は．それでその嫌味
はね，建築屋さんは家を建てるために構造計算を
すると．そうするとその度にお金を取れると．だ
けど物理屋さんはいっぺん計算して本質を理解し
たら，二度と計算せんでもいいようにするために
計算するんだと．全然違う．そんな風に思う人は
もういなくなっちゃってるんだよね．そんなこと
言ったら計算機が遅くてあんまり計算できなかっ
た時代のやつの戯言だといわれるだけで．
高橋：でもどれだけ余分なところを取り除いて本
質を理解するかということは大事ですよね．
杉本：それともう一つはね，僕は前に言った宇宙
論のエントロピーとか構造とかという話はわりと
好きだったんだけども，相対論使ってやらないと
宇宙論に入れてもらえない．僕は原理的なことが
わかるのが大事やと．その極限はね，宇宙のはじ
めの�uctuationがマイクロウェーブの観測でど
んどん詳しくわかってきたでしょ．そういうのが
あったので今の宇宙の多様性があるんだと，そう
言うよね．
高橋：言いますね．宇宙初期の密度揺らぎが成長
して構造ができた，ということですね．
杉本：揺らぎが大事だと．でも宇宙があって銀河
があって星があって人間がいてね，そういう構造
ができることと揺らぎとにどういう関係にあるか
と．もちろん最初の揺らぎが全然なかったとした
ら何にも出てこないよね．完全なゼロからは何も
出てこない．何かあるからその後，何か出てきた
と．でもどんなふうなものが出てくるかというの

シリーズ：天文学者たちの昭和



 天文月報　2018年 9月628

はやっぱり因果関係の階層構造みたいなのがあっ
て，例えば星があって銀河があってとかいうのは
非線形・非平衡開放系の形態形成の話から出てく
るわけでね，最初の揺らぎから出てくるわけでは
ない．揺らぎから計算していったら全部出てくる
だろうと思って一生懸命計算する人もあるけど
さ，自然界の階層構造というのがあってそれぞれ
の階層の論理があるんだ．3Kの揺らぎでもって
現在ができたというとみんな喜ぶでしょ．だけど
そんなことを言っていても何の足しにもならん．
高橋：揺らぎは初期条件に過ぎなくて，そこから
何が生まれるかはまた別の物理が関わるというこ
とでしょうか．
杉本：うん，違う階層のところはあんまり関係な
い．銀河ができて星ができたっていうのは揺らぎ
の話ではなくてね，重力というものが全体のシス
テムのなかでサブシステムを作ると．引力だけだ
から自己エネルギーが大事になって，それまでの
物理でいってた熱力学との関係が崩れちゃう．相
互作用を入れると見かけ上の比熱が負になった
り．だいたい物理学の持っている摂動論という概
念はね，エネルギーの違うところは効かんという
ことになっている．
駒場にいた古生物学の濱田隆士さんという人が
言うのはね，公害の話が流行ってたとき，「今，
公害の世の中になっているのはお猿さんが二足歩
行したからである」と．それが原因やと．それは
嘘じゃないよね．お猿さんが二足歩行して，手が
余ったからいろんなことやって頭が大きくなって，
文明ができて，その文明が悪さをして公害が出て
きたという筋合いだから，お猿さんが立ち上がら
なかったら何もないよね．それは嘘ではないけど
も，そんなこと言ってもなんの足しにもならん．
高橋：まあそうですね．
杉本：つまり別に天文に限らずさ，一番最初のも
のが本質的原因というわけじゃない．元へ戻る
ばっかりが能ではないと．そんな話はヘーゲルと
かマルクスとかさ，そんな話と一緒で，唯物論の

連中はナントカの階層構造とかいう言葉を使うの
好きだったけどね．やっぱりそういうことがある
と思うんだ．だから，元へ戻って元へ戻ってとい
うのはほんまにええかと．原理へ戻るということ
が大事であるということは確かに古代ギリシャか
らずっと続いてきた西洋の価値観というか，考え
方なわけや．ものは原子分子からできている，そ
の原子分子という原理へ戻ったらその上に今の化
学とか物性論とか全部，花開いた．生命科学まで
広がったでしょ．だから元へ戻るのが大事や，そ
れは正しい．まさにその通りのことが起こってき
た．でもそれはなんでかって言ったらね，その辺
が関わる現象はほとんどeVの現象ばっかりや．
高橋：そうですね，エネルギー的には．
杉本：MeVは核物理だからまだ日常生活と関係
ある．ところがTeVになったらね，なんの関係
があるんだと．関係がだんだん薄くなるでしょ．
10の28乗eVになったらますます関係がなくなる．
高橋：プランクエネルギーですか．
杉本：だから元へ戻るばっかりがええことではな
くてね，原因と結果の連鎖はその階層でもって考
えることが大事なんだよね．化学とか物質の話が
随分進んだのは，その前の階層のことを切り捨
てっちゃって議論したからでしょ．全部わかって
ないと物事が進まない，というものでもないよ
ね．
だけどそういうふうに原理へ戻るということは
崇高なことである，という思想があるわけね．そ
れが研究の面でどう作用しているかというと，実
験ではおさえられない．おさえようと思ったら，
微かな現象をちゃんと見ないといかんと．針の穴
から天をのぞく．のぞいて天の様子を知ろうと
思ったらいっぱい観測せないかんわけや．そして
TeVとかもっと上の機械を作る．するとお金もか
かるし人手もかかる．そしたら世の中，たくさん
金を使う人は偉いということになっているで
しょ．
高橋：うーん，そうですかね（笑）．
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杉本：だから偉いんだ．シラけて考えたらそうい
う面あるわけ．重力波がノーベル賞をもらったと
かなんとかいってるでしょ．まあ重力波もええけ
どね，アインシュタインが言ったことは場があっ
て波があると．そのあと物理がどう発展してた
かっていうと，素粒子とくっつけて議論する．そ
うするといろんなこと言えますよって．それはも
のすごく大きく発展したわけね．アインシュタイ
ンが言ったことの一番大事なことは変換性の問題
で，見る立場が変わっても変わらない事が原理だ
と，そういう思想を出したわけ．そのあと変換に
対する不変性から法則性を見つけだすという形で
物理はずっと広がってきた．それの影響はものす
ごく大きい．
高橋：素粒子は対称性から出発しますよね．
杉本：場があったら波があるに決まっているわけ
やね．電磁場があったら電磁波があるのと同じ．
dipoleかquadrupoleか違うけどね．あったらじゃ
あどうなのって言ったら，それは中性子星の連星
がだんだんどうなるということはあるけどね．そ
ういうのは人気はあるけどね，人気があるのは
言ってることが普通の人じゃ理解できないから人
気があるという面があるでしょ．
高橋：そうかもしれませんね．
杉本：昔，僕が30ぐらいのとき，講演でブラッ
クホールの話をせいって言われて話したら，懇親
会のときに「今日はありがたい話をありがとうご
ざいました」って言うから，「何がありがたい
の？」って聞いたら「何にもわからなかったか
ら」って（笑）．そういう面はあるでしょ．
高橋：念仏みたいな感じですか．
杉本：うん，念仏がありがたいのと一緒や．だけ
どもえらい人気があるわけや．もちろん人気がな
かったら金を取ってこれないからね．だからそれ
は一体になっているわけだよね．サイエンスの価
値っていうのを何でもって測るか．例えばある事
柄がわかったらそれがほかのことの理解にどう波
及するかということで測るとすればね，そういう

意味から言うと天文学はこれから先，何に生きる
か．いろんな現象を見つけて面白いでしょうとか
いったら，ふんふん面白いね，いいねとかいう．
でも天文学をサイエンスとしてどういうふうに考
えるのが健全かという問題が，どーんとあるわけ
や．

●最後に

高橋：では最後に今の研究者へのメッセージをい
ただけますか？
杉本：どうせ人と同じことしたら負けるに決まっ
てるからさ．小田（稔）先生でも「若いやつと同
じことしたら負けるに決まってる」って言うんだ
からね．だからあんまり人のやらんようなこと
やったりしていろいろ反抗したわけや．一般に，
ありきたりのことやると人がすぐに理解してくれ
てね．流行のことだとよく理解してくれるじゃな
い．早川（幸男）さんの言葉で言うと，「ありき
たりのことに塩と胡椒を振りかけて」，というよ
うな論文しか書かんやつがおるという話なんだけ
どね．そういう論文を書いていたら人に認めても
らって偉くなるでしょ．僕はそういう道を選ばな
かったわけだよ．要するに変なやつだと思われて
るわけだ．それが良かったかどうかということよ
ね．だけどそんなやつが一人ぐらいいてもええと
思う．
小久保：そのときに流行じゃなくて，自分が面白
いと思うことができていたら，良かったというこ
とですよね．
杉本：まあ面白いことでもピンボケっていうこと
はあるからね．
高橋：そういう意味では，杉本先生は好きなこと
をされてきたということですか？
杉本：だからまあ，いうたら天文学の王道じゃな
いわけよ，僕が興味をもっていたのはね．
高橋：でも星の進化は王道じゃないですか？
杉本：いや，始めた頃はあんまり王道でもなかっ
たよね．だけどそのうちにあれは常識になって王
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道になっちゃった．だから僕が始めた頃，HHS
（1961年の林・蓬茨・杉本の論文 3））の頃，話の
基本的な筋道はすでにだいたい想像されていたけ
ど，そんな極端な非線形問題をやる人はまだそん
ないなかったもんね．王道っていろいろあるけ
ど，みんながやるやり方で，競争になるようなや
り方でやるっていうことだね．競争したら負ける
んだからさ，競争するぐらいなことって他の人が
やるから，俺はやらなくてもいいじゃない．そう
いう，まあやっぱりひねくれた人間だ．
小久保： よく僕が学生の頃から，先生が「人が
やってないことをやれば競争じゃなくて，自分し
かいないんだから勝てるんだ」って．
杉本：勝つに決まっているよね．だからあんまり
自慢するようなことないの，振り返っても．
小久保：それはご謙遜だと思いますが．
杉本：だから結局さ，天文学というのは何のため
にやるかって．宇宙で起こっている現象で面白い
んだか珍しいだかいろいろあるじゃない．それを
明らかにしてね，その「面白いね，綺麗だね」と
いうのが天文学だということになっているで
しょ．だけどそんな個々の天文現象なんてどうで
もいいじゃない，まあいわば．その裏にある法則
性とか自然に対する理解とかね，ものの考え方を
作り出すとか，大袈裟に言ったらパラダイムを作
り出すとか，そういうようなことをするときの題
材の一つとして天文現象があると．日常的に考え
ているよりも概念空間を広げていろんなものの考
え方を身につけるための題材として役に立つと．
高橋：そういう材料として優れているということ
ですか．
杉本：なぜそれが天文かというと，天文だったら
非線形・非平衡とか思わんことがいっぱいあっ
て，スケールも大きいのから小ちゃいのまで，そ
ういうことに慣れるとものの考え方が広がってい
くだろうと．考えを広げたり，今まで思わんかっ
たことに気づいたりするのに題材としていいじゃ
ん．もちろんそんなのは生命科学にだってある．

あるんだけど，生命科学は難しいけど，天文学は
易しいじゃない．計算できるもん，少なくとも．
ホントか嘘か，ある程度数値的におさえられるで
しょ．そういう意味じゃ格好の材料だよね．
高橋：それは先生の場合は，重力とエントロピー
とかそういうことですかね．
杉本：まあそれもあるけどもっと一般的にね．だ
けどそんな偉そうなこといってもね，実際は素粒
子やってたら負けるから何かほかのことやろうっ
て，林研に入ってそんなことやってただけのこと
だけどね．
天文屋さんは天文現象を有難がっているけど，
他の分野の人は別に有難がってないよね．そんな
んどうでもいいと思っているよね （笑）．そういう
とこへ自分を一遍，置いてみて．天文のソサイエ
ティーにどっぷり浸かっているとそういう気概か
ら遠くなるわけだよな．だから僕なんかのインタ
ビューして天文月報に載せたらマイナスだよね．
高橋： いえいえ，そういう考え方をみなさんに
知ってもらうのもいいんじゃないですか．駒場に
いるとそういう意識が芽生えてくるんですかね．
杉本：くる人もこない人もあるけどね．少なくと
も芽生えてきやすいよね．僕がそんなことを言っ
たりしたりして来れたのは，駒場という，いわば
本流から離れたところにいたからだよね．いろん
な人と付きあうからさ．だからね，他所の空気の
中に自分を置くっていうことは大事なんだという
気がするな．価値観だって違うしね．
そういうたら前に小久保君が，「杉本さん，そ

んなこと言うけども，みんな最初は惑星がいくつ
あって太陽の周りを周っててという，そういう具
体的なことから入るんだよ．それで科学に興味を
持つんだよ」と言うたよね．
小久保：はい．始まりはみんなそうなんじゃない
ですか．
杉本：それはおっしゃる通りや．それはお子様番
組としては正しい．お子様番組として正しいし，
そういう経験をもってる人はたくさんあるけど
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も，お子様番組として正しいものがいつでもずっ
と正しいかといったらそれは違うわけでね．
小久保：なかなかみなさん，そこまで考えが及ば
ないと思いますよ．
高橋：今のお話にも関連すると思うんですけど，
先生は今の天文業界をどうご覧になっております
か？
杉本：今の天文業界はどうなんだっていったら，
ずいぶんよくやってると思うよ．若い人がよくこ
れだけやるねと思うほど，いろんなこと調べた
り，観測したり，新しい観測機械を作って測った
りしてね．だけども，そこから自然界に対する思
想とか理解とか概念とか，そういうものが少しぐ
らいは出てくるとええという気はするけどね．僕
がいつも思うのはね，僕が不勉強だからか知らん
けど，いろんなものを見てもね，天文月報に載っ
ているものを見てもね，知らん言葉ってあんまり
出てこないよね．もちろん細かいこと，最新の何
たらいうのは知らないけど，概念として，新しい
概念ってあんまりお目にかからないよね．
昔ね，僕がまだ40代ぐらいの頃，工学部の人

と雑談してたら，「天文の人はいいよね」って．
何でって言ったら，講演頼まれたら，宇宙が膨張
してるとか，ハッブルの1929年だっけ，それか
ら宇宙は無限に広がっているとか，将来どうなる
とかね，大昔から言ってたことを講演で喋ったら
みんな感激して聞いてくれるって．ところが工学
部の人が講演頼まれたら，3年前の技術の話し
たって誰も喜んでくれない（笑）．そういう意味
じゃ，天文というのは日常生活を超えた事柄をい
うからね，人が感心してくれてそこへあぐらをか
いているという面はあるよね．
それでさ，じゃあ若い人は何をやるべきかとい
うのはさ，まあ何でもいいからさ，だんだんだん
だん詳しいことを分からせるようにしていくん
じゃなくて，なんかちょっと違うこと考えてくれ
る方がいいよね．
高橋：その辺は指導教官の導き方もありますよね．

杉本：今の若い人はどう思っているのか知らんけ
ど，そういう影響が大きいよ．プロジェクトが大
きくなってたくさんお金使うようになったから，
一つのグループに入ってそこで仕事をするという
のが多いでしょ．だから余計にそういうことの影
響を受けるのかね．
高橋：あとポストや科研費を取るためには論文を
たくさん書いてなきゃいけないみたいな，そうい
うのもありますよね．
杉本：うん，昔，久保亮五さんが言ってたのは，
だんだん世の中が世知辛くなって論文をいくつ書
かないと就職もないと．だから若い人はオリジナ
ルのことをしていられないと．ありきたりのこと
して論文の数，稼がなきゃならん．今もまさにそ
の通りでしょ．で，まあ若いやつがそうなるのは
しょうがないと．だから教授になったらあと心配
せんでもいいから，オリジナリティーは教授が発
揮せいと（笑）．
高橋：それは教授たちへのメッセージということ
で（笑）．
杉本：しかしみなさん，能力があることは確かだ
よね．こういうことをやりましょうということに
なったら随分能力あるよね．能力もあるし，馬力
もある．それはほんま感心するよ．
小久保： メッセージとしては，王道をばっかり
じゃなくて未開の地へ行けってことですか？
杉本：それはね，レールを敷く人とそこを高速列
車で運転する人とは別なんだ．だけど高速列車を
運転する人の方が，世の中としてはたくさん必要
だよね．荒野にレールを敷く人よりね．それでそ
の人たちはどっちかというと，これはこういうふ
うに動かしなさい，きちんと守ってやりなさいっ
て言われる人だ．だけど天文学者というのが世の
中の一般のマジョリティーとは違って開拓してい
く職業だと思うならさ，役割が違うよね．サイエ
ンスとして何が大事かというと，やっぱり新しい
概念やものの見方みたいなものを見つけて，それ
がどれだけほかのことに影響を与えるか．与える

シリーズ：天文学者たちの昭和



 天文月報　2018年 9月632

影響の大きさによって重要性みたいなものが決ま
るとすればよ，そういうことも考えて，科学の方
向として何をやるのが健全かということも考え
る．そんな議論もして欲しいよね，今の若い人た
ちに．
だからメッセージはさ，とにかくいろいろ好き
にやって，流行のことは君がやらなくてもほかの
やつがやるだろって．自分には特別の能力がある
と思っている人は別だけどね，普通の人だと思っ
てるなら，どうせみんながやってるなら任してお
いてさ．好きなことをせいっていったら，いろん
な違うことやって欲しいよね．天文月報を見た
ら，僕の知らん言葉がいっぱい出てくるようにし
て欲しいな．
小久保・高橋：どうもありがとうございました．

謝　辞：本活動は天文学振興財団からの助成を
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A Long Interview with Prof. Daiichiro 
Sugimoto ［5］
Keitaro Takahashi
Faculty of Advanced Science and Technology, 
Kumamoto University, 2‒39‒1 Kurokami, Kuma-
moto 860‒8555, Japan

Abstract: �is is the �nal article of the series of a long 
interview with Prof. Daiichiro Sugimoto. He made a 
major contribution to the national and world astro-
nomical community through establishment of the Ha-
yashi Chushiro Prize and hosting an IAU（Internation-
al Astronomical Union）General Assembly in Japan. 
In addition to talking about the circumstances around 
them, he looks back on his own life as an astronomer 
and gives a message to current scientists. In particular, 
Prof. Sugimoto gives us his thought on what astrono-
my should be and what it should do for.
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